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Unified Manager のホスト名を変更しています

必要に応じて、 Unified Manager をインストールしたシステムのホスト名をあとから変
更することができます。たとえば、タイプ、ワークグループ、監視対象のクラスタグル
ープなどがわかるような名前に変更すると、 Unified Manager サーバを識別しやすくな
ります。

ホスト名を変更する手順は、 Unified Manager を VMware ESXi サーバ、 Red Hat Linux サーバまたは
CentOS Linux サーバ、 Microsoft Windows サーバのいずれで実行しているかによって異なります。

Unified Manager 仮想アプライアンスのホスト名を変更する

ネットワークホストの名前は、 Unified Manager 仮想アプライアンスの導入時に割り当
てられます。このホスト名は導入後に変更することができます。ホスト名を変更する場
合は、 HTTPS 証明書も再生成する必要があります。

• 必要なもの *

このタスクを実行するには、 Unified Manager にメンテナンスユーザとしてログインするか、アプリケーショ
ン管理者ロールが割り当てられている必要があります。

Unified Manager Web UI には、ホスト名（またはホストの IP アドレス）を使用してアクセスできます。導入
時に静的 IP アドレスを使用してネットワークを設定した場合は、指定したネットワークホストの名前を使用
します。DHCP を使用してネットワークを設定した場合は、 DNS からホスト名を取得します。DHCP または
DNS が適切に設定されていないと、ホスト名「 Unified Manager 」が自動的に割り当てられ、セキュリティ
証明書に関連付けられます。

ホスト名を変更した場合、 Unified Manager Web UI へのアクセスに新しいホスト名を使用するには、ホスト
名の元の割り当て方法に関係なく、必ず新しいセキュリティ証明書を生成する必要があります。

ホスト名ではなくサーバの IP アドレスを使用して Web UI にアクセスする場合は、ホスト名を変更したとき
に新しい証明書を生成する必要はありません。ただし、証明書のホスト名が実際のホスト名と同じになるよう
に証明書を更新することを推奨します。

Unified Manager でホスト名を変更した場合は、 OnCommand Workflow Automation （ WFA ）でホスト名を
手動で更新する必要があります。ホスト名は WFA では自動的に更新されません。

新しい証明書は、 Unified Manager 仮想マシンを再起動するまで有効になりません。

手順

1. HTTPS セキュリティ証明書を生成する

新しいホスト名を使用して Unified Manager Web UI にアクセスする場合は、 HTTPS 証明書を再生成して
新しいホスト名に関連付ける必要があります。

2. Unified Manager 仮想マシンを再起動します

HTTPS 証明書を再生成したら、 Unified Manager 仮想マシンを再起動する必要があります。
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HTTPS セキュリティ証明書の生成

Active IQ Unified Manager を初めてインストールするときは、デフォルトの HTTPS 証
明書がインストールされます。既存の証明書を置き換える新しい HTTPS セキュリティ
証明書を生成することがあります。

• 必要なもの *

アプリケーション管理者のロールが必要です。

証明書を再生成する理由はいくつかあります。たとえば、識別名（ DN ）の値を大きくする場合や、キーのサ
イズを大きくする場合や、有効期限を延長する場合、現在の証明書の有効期限が切れている場合などです。

Unified Manager Web UI にアクセスできない場合は、メンテナンスコンソールを使用して同じ値で HTTPS 証
明書を再生成できます。証明書を再生成する際には、キーのサイズと有効期間を定義できます。を使用する場

合 Reset Server Certificate メンテナンスコンソールからオプションを選択すると、397日間有効な新
しいHTTPS証明書が作成されます。この証明書には、サイズが 2048 ビットの RSA キーがあります。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * General * > * HTTPS Certificate * をクリックします。

2. [* HTTPS 証明書の再生成 * ] をクリックします。

HTTPS 証明書の再生成ダイアログボックスが表示されます。

3. 証明書を生成する方法に応じて、次のいずれかのオプションを選択します。

状況 手順

現在の値で証明書を再生成します [ 現在の証明書属性を使用して再生成（ Regenerate

using current Certificate Attributes ） ] オプション
をクリックし
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状況 手順

別の値を使用して証明書を生成します [ 現在の証明書属性を更新する *] オプションをクリ
ックします。

新しい値を入力しない場合は、 [ 共通名 ] フィール
ドと [ 代替名 ] フィールドに既存の証明書の値が使
用されます。「共通名」は、ホストの FQDN に設
定する必要があります。その他のフィールドには値
は必要ありませんが、電子メール、会社、部署、
証明書に値を入力する場合は、 [ 市区町村 ] 、 [ 都
道府県 ] 、および [ 国 ] を選択します。使用可能な
キー・サイズ（キー・アルゴリズムは「 RSA 」）
と有効期間から選択することもできます。

• キーサイズに指定できる値は、

です 2048、 3072 および

4096。

• 有効期間は、 1 日 ～ 最大 36500

日です。

有効期間は 36500 日ですが、有
効期間は 397 日以内または 13 か
月以内にすることをお勧めしま
す。397 日以上の有効期間を選
択し、この証明書の CSR をエク
スポートして既知の CA によっ
て署名された証明書を取得する
予定であるため、 CA から返さ
れた署名済み証明書の有効性は
397 日に減少します。

• 証明書の代替名フィールドから
ローカル識別情報を削除する場
合は、 ［ ローカル識別情報を除
外する（ローカルホストなど）
］ チェックボックスをオンにし
ます。このチェックボックスを
オンにすると、 [ 代替名 ] フィー
ルドに入力したフィールドのみ
が使用されます。空白のままに
すると、結果の証明書に代替名
フィールドがまったく表示され
なくなります。

4. [ はい ] をクリックして証明書を再生成します。

5. 新しい証明書を有効にするために Unified Manager サーバを再起動します。

HTTPS 証明書を表示して新しい証明書の情報を確認します。
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Unified Manager 仮想マシンを再起動しています

仮想マシンは、 Unified Manager のメンテナンスコンソールから再起動できます。新し
いセキュリティ証明書を生成した場合や仮想マシンで問題が発生した場合、仮想マシン
の再起動が必要になります。

• 必要なもの *

仮想アプライアンスの電源をオンにします。

メンテナンスコンソールにメンテナンスユーザとしてログインします。

また、「ゲストを再起動」オプションを使用して、 vSphere から仮想マシンを再起動することもできます。
詳細については、 VMware のドキュメントを参照してください。

手順

1. メンテナンスコンソールにアクセスします

2. システム構成 > 仮想マシンの再起動 * を選択します。

Linux システムで Unified Manager ホスト名を変更する

必要に応じて、 Unified Manager をインストールした Red Hat Enterprise Linux または
CentOS マシンのホスト名をあとから変更することができます。たとえば、タイプ、ワ
ークグループ、監視対象のクラスタグループなどがわかるような名前に変更すると、
Linux マシンのリストで Unified Manager サーバを識別しやすくなります。

• 必要なもの *

Unified Manager がインストールされている Linux システムへの root ユーザアクセスが必要です。

Unified Manager Web UI には、ホスト名（またはホストの IP アドレス）を使用してアクセスできます。導入
時に静的 IP アドレスを使用してネットワークを設定した場合は、指定したネットワークホストの名前を使用
します。DHCP を使用してネットワークを設定した場合は、 DNS サーバからホスト名を取得します。

ホスト名を変更した場合、 Unified Manager Web UI へのアクセスに新しいホスト名を使用するには、ホスト
名の元の割り当て方法に関係なく、必ず新しいセキュリティ証明書を生成する必要があります。

ホスト名ではなくサーバの IP アドレスを使用して Web UI にアクセスする場合は、ホスト名を変更したとき
に新しい証明書を生成する必要はありません。ただし、証明書のホスト名が実際のホスト名と同じになるよう
に証明書を更新することを推奨します。新しい証明書は、 Linux マシンを再起動するまで有効になりません。

Unified Manager でホスト名を変更した場合は、 OnCommand Workflow Automation （ WFA ）でホスト名を
手動で更新する必要があります。ホスト名は WFA では自動的に更新されません。

手順

1. 変更する Unified Manager システムに root ユーザとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力して、 Unified Manager ソフトウェアと関連する MySQL ソフトウェアを停止しま
す。
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systemctl stop ocieau ocie mysqld

3. Linuxを使用してホスト名を変更します hostnamectl コマンドを実行します

hostnamectl set-hostname new_FQDN

hostnamectl set-hostname nuhost.corp.widget.com

4. サーバの HTTPS 証明書を再生成します。

/opt/netapp/essentials/bin/cert.sh create

5. ネットワークサービスを再起動します。

service network restart

6. サービスが再起動したら、新しいホスト名で ping を実行できるかどうかを確認します。

ping new_hostname

ping nuhost

元のホスト名に対して設定していたものと同じ IP アドレスが返されることを確認します。

7. ホスト名を変更して確認したら、次のコマンドを入力して Unified Manager を再起動します。

systemctl start mysqld ocie ocieau
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